
三世代交流による「おらおら」「ふたふた」高松ひとづくり推進事業 

出雲市高松コミュニティセンター 

１ 高松地区の概要 

（１）位置と地勢 

出雲平野のほぼ中央に位置し、地区の

北西には浜山自然公園が横たわり、南境

には神戸川の清流が、中央には斐伊川か

ら分流する高瀬川が東西に貫流する。 
 

（２）地区を構成する５つの町 

高松町・白枝町・松寄下町・浜町・下

横町。古くから稲作等の農業が盛ん。約

５０年前からは浜町を中心にぶどう栽培

が始まり、今では島根ぶどうの産地とし

ても知られている。 
 

（３）学校の状況 

地区内には４つの保育園と公立幼稚

園・小学校・中学校、県立高等学校があ

り、様々な事業において各種団体・機関

との連携を図っている。 
 

（４）近年の様相 

国道９号出雲バイパスの開通や大型商

業施設の出店等により、住宅やアパート

の建築が進む。平成２４年に地区人口が

１万人を突破して以降微増し続けてい

る。出雲市内で３番目に人口が多い。

（平成３１年１月末現在） 
 

（５）出雲市高松コミュニティセンター 

施設の老朽化に伴い、平成３０年３月

に移転新築。敷地面積・延床面積ともに

拡張し、地域の新たな拠点となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 事業の趣旨 

（１）地区の課題 

転入者の自治会加入が進まず、核家族

や少子高齢化も進行する中で、子ども・

若者・高齢者の三世代の絆は徐々に希薄

になっていく恐れがある。 
 

（２）事業名の説明  

出雲地方の方言 

「おらおら」―おおらかで明るく優しい 

「ふたふた」―なごやかに心を開いてお

互いの絆を深め合う 
 

（３）事業の目的 

住民一人一人を主人公として、「おら

おら」「ふたふた」とした住みよい地域

を目指し、人づくり・組織づくり・体制

づくりを進める。 
 

ア 世代間交流により絆を深め、互い

の顔が分かり支えあえる地域づくり

を行う 

イ 農業等の地域の特色を継続させて

次世代に良さを伝え、農村地域への

愛着を深める 

ウ 各課題に取り組むプロジェクトチ

ームでの活動を通じて人づくりを進

め、次に繋がる土台をつくる 
 

（４）コミュニティセンターの役割 

地域の人材を育成しコーディネーター

となって住民を支え、仲間の輪を広げて

いくこと。 

地域住民の自主的な取組を支援しなが

ら本事業を進める。 

３ 具体的な取組内容 

（１）高松なかよしコンサート 

  三世代交流をテーマに初開催した住民

手づくりのコンサート。   

運営：実行委員（三世代２２名） 

 出演：１７団体 

４５０名 

来場：１２００名 

 
 

 

地区データ 
〔平成３１年１月末現在〕 

 

◇面積 

９.２３㎢ 

◇距離 

東西 ３.３㎞ 

南北 ４.３㎞ 

◇世帯数 

４,０１１戸 

◇人口 

 １０,５２２人 

 

 

（高松地区周辺地図） 

 （コンサートの様子） 

 



特徴 

ア 小学生がイベント 

タイトルを命名 

イ 中学生がポスター 

デザイン制作 

ウ 園児～高齢者の三 

世代が出演・交流 
 

（２）米づくり体験学習 

 一年を通じて稲作を体験し、古くから

地区で盛んな農業について学ぶ。   

対象：高松小学校５年生約１００名 

 指導：小学校周辺の田んぼの所有者・ 

    地域の高齢者団体など３０名 

活動：田植え・稲刈り・しめ縄作り・ 

もちつき 

特徴 

ア 昔ながらの手作業での体験 

イ 乗用田植え機・コンバインを走行

させ、現在の農業を比較体験 
 

（３）浜山黒松育成祭 

浜山に黒松を植え、豊かな地域づくり

に寄与した高松の偉人・井上恵助翁の功

績を後世に伝え環境を守るための活動。 

 活動：浜山公園内の落ちた松葉を集め松

を守る。「こでかき作業」を実施 

参加：三世代３５０名（過去最多） 
 

（４）高松七恵まつり 

  ３８名の若手実行委員主体の夏祭り。 

開催：８月１４日 来場：４,０００名 

特徴 

ア まつりの準備・イベント内容等は

委員の希望で毎年変更 

イ 委員やＰＴＡによる手作りの夜店 

ウ 実行委員は２年任期で入れ替え 

 

 

 

 

 

 
 

（５）高松マップづくり 

  地区の神社仏閣、施設、歴史、文化等

を盛り込んだマップを作成。 

制作：編集委員会（地域の代表６名） 

編集：現地視察・写真撮影・校正会議 

発行：４,０００部（１１月完成） 

配布：町内・学校・市内コミセン 

特徴 完成後にマップ掲載箇所を巡るバ

スツアーを開催（親子２５名参加） 

 

 

 

 

 

  
 

４ 評価と成果 

（１）評価 “否定しない風土” 

経験者が新たな人材を生かしながら否

定せず受け入れる風土が新たな取組にも

生かされ、「やりたいことが形になる」

という達成感や楽しさを感じ、事業への

協力者がさらに増えた。 
 

（２）成果 

ア 年間を通じた三世代交流活動によ

り、距離が近づき、互いに支えあい

助けあう風土が醸成された 

イ 子どもや若い世代が高松の歴史や

文化、農業等の良さにふれ、地区へ

の愛着や関心が高まった 

ウ 自ら実行委員会を立ち上げ、企画

から実施までを主体的に行う事業が

増えた 

エ 今回の対象事業以外にも参加しや

すい環境が広がり、新たな担い手が

増えた 
 

５ 今後の課題と見通し  

（１）今後の展望 

ア 三世代交流事業を継続し、地域の

絆を深めていく 

  イ 住民同士がふれあう多様な活動や

事業を掘り起こし、多くの地域リー

ダーの育成に取り組む 

ウ 活動の趣旨・目的を良く理解し、

実践することができるコミュニティ

センター職員の資質向上に努める 
 

（２）２つのスローガン 

ア 一人の百歩より百人の一歩 

イ いつまでも住んでいたくなる高松 

今後もコミュニティセンターの果たす役

割を深く考え、地域と共に歩を進める。 

（イベントポスター） 

 

（まつり当日のにぎわい） 

 

（完成したマップ） 

 

（高松マップ探検ツアー） 

 

（実行委員会の様子） 

 

（文責：マネジャー 新宮 梨子） 

 


